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謹んで新年のご挨拶を申し上げますと共に

年頭にあたり争議全面解決への決断を強く求めます
昨年は、甚大な被害をもたらした大震災、原発事故による放射能汚染の深刻な広がりなど、国民生活の「安全・安心」や子供たちの未来への不安が募りましたが、その収束の目途すら見えない状況での年明けとなっています。

そして、かつて経験したことのない事態のなかで、企業活動の在り方も厳しく問われています。特に、農・畜産物や海産物などの放射能汚染による内部被爆への心配が、消費者・国民の厳しい声として食品企業や行政にも向けられているのです。
私たちは昨年の明治ＨＤ株主総会において、食品企業の社会的責任として企業独自の放射能汚染検査を行い、その結果を「暫定基準値」以下でも公表し、消費者の選ぶ権利を保障すべきであることを、株主として提起したことは貴殿も承知のとおりです。
しかし、貴社は私たちの提起を無視してきました。その結果、学校給食牛乳で放射性セシウムが検出された東京・町田市の件でも、また、粉ミルク「明治ステップ」での放射性セシウム検出の件でも、貴社の対応は消費者からの通報によるものである等、子供たちを守る為に「安全・安心」を必死に求めている消費者の、その切実な感情を逆なでする結果となっているのです。私たちは、このような貴社の異常な対応が続くならば、企業存続の根幹すら揺るがしかねない重大な事態にあると考えています。

私たちは年頭にあたり、(株)明治が歴史的に抱えてきた二つの企業体質を指摘し、貴殿の決断によって速やかに改善・是正されることを、改めて強く求めるものです。
第一は、労働争議が長期に及んで絶えない企業体質です。現在、全国９事業所の事件が東京都労働委員会で結審となり、今春には命令交付の見通しですが、この局面が長期に続いた労働争議を終わらせるタイミングだと私たちは確信しています。
第二は、不祥事や不正行為などの絶えない体質です。放射能汚染問題での深刻な消費者の声を真摯に受け止め、この重大な問題を契機に食の「安全・安心」を担う社会的責任として、健全な企業活動に向けての体質改善を行うべきではないでしょうか。
厳しい経営環境を乗り越え、貴社が総合食品企業として飛躍をするめにも、労働争議の全面解決は避けられない課題であることを述べ、年頭のご挨拶といたします。
以上
